
― 技術・家庭科（技術分野） ― 

１ 研究の視点について 

(1) 視点１「『見方・考え方』に着目した問いの工夫」

について 

 生徒たちが「技術の見方・考え方」を働かせ，試

行錯誤したり，多様な他者と協働したりしながら，

問題を解決していくようにすることを目指し，「『見

方・考え方』に着目した問いの工夫」を設定した。 
「技術の見方・考え方」とは，新学習指導要領解

説技術・家庭編では，「生活や社会における事象を，

技術との関わりの視点で捉え，社会からの要求，安

全性，環境負荷や経済性等に着目して技術を最適化

すること」と示されている。さらに，「どのような新

しい価値を創造したり既存の価値に変革をもたらし

たりすべきかといった社会からの技術に対する要求

と，開発・利用時の安全性，自然環境に関する負荷，

開発・利用に必要となる経済的負担等の相反する要

求の折り合いを付け，最適な解決策を考えることが

技術分野ならではの学び」であり，「技術の見方・考

え方は，技術分野の学びだからこそ鍛えられるとい

う意味で技術分野を学ぶ本質的な意義の中核」であ

ると示されている。 
この「見方・考え方」が働くようにするには，技

術を社会的側面，環境的側面及び経済的側面から評

価し活用すること等を課題とする，技術を複数の側

面から考えることに着目した「問い」が有効ではな

いかと考えた。また，一単位時間及び単元全体の構

成を工夫することで，複数の側面から考えることに

着目した「問い」を解決するために，試行錯誤した

り，多様な他者と協働したりする学習活動の充実が

図られると考えた。 
(2) 視点２「学びを実感する振り返りの工夫」につ

いて 

 学習活動を通して，生徒たちが自身の成長を実感

し，次の活動につなげることができるようにするこ

とを目指し，「学びを実感する振り返りの工夫」を設

定した。 

学習内容の深まりや広がり，他者との協働による

解決場面等の学習方法，これらのよさを生徒たち自

身が認識できるようにすることが，学びを実感する

ために重要であると考えた。そのためには，教師側

から学びの価値を示すことと，生徒たち自身が学び

の価値に気付くことの両面があると捉えた。 

そこで，授業を行う教師が適切な場面で学びのよ

さを価値付けることとした。また，生徒たち自身が

学びの価値に気付くことができるよう，ワークシー

トを工夫し，自らの考えが形成されていく思考過程

を可視化できるようにした。 

２ 研究の実際 

 
 
 
(1) 本単元の授業設計 

① 実態から 

生徒は技術の学習で学んだことをこれからの学習

や生活に活かそうという気持ちはある。しかし，技

術の授業では，社会からの要求，安全性，環境負荷

や経済性等に着目しながら，複数の側面で考えるこ

とや，振り返りによって自分の学びを捉える力に課

題が見られた。 

また，生徒は，学校生活や学習を通して，自分自

身の成長や，周りの人にそれを認められているとい

う実感があまりないということが分かった。 

このことから，周りから認められているという実

感を持たせることが必要であり，それが自分自身の

成長につながると考える。この実感を持たせるため

に，資料を読み，具体的な情報を基に理由を明確に

して，複数の側面から自分の考えをまとめ，考えを

交流させる等，学習活動を工夫することが重要であ

ると考える。 

② 題材観 

 本題材は，中学校学習指導要領「Ａ 材料と加工

に関する技術 (2)ウ 材料と加工に関する技術の

適切な評価・活用について考えること」を受けて設

定したものである。学習指導要領では，材料と加工

一人一人が未来の創り手となる豊かな学びの創造 
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の技術が多くの産業を支えるとともに，社会生活や

家庭生活を変化させてきたこと，また，これからの

技術が自然環境の保全にも貢献していることを踏ま

え，よりよい社会を築くために，材料と加工に関す

る技術を適切に評価し活用する能力と態度を育成す

ることがねらいとされている。 

 本題材では，自分が製作した作品を生産者の立場

で多面的に評価するとともに，他者の作品を消費者

の立場で評価する活動や，材質が違う４つの本棚か

ら目的と条件に合った最適なものを選択する活動を

通して，材料と加工に関する技術を複数の側面から

評価できるようにし，技術によってよりよい生活や

持続可能な社会を構築する能力と態度を育成するこ

とをねらいとしている。 

これらのことから，本題材において作品を生産者

と消費者の立場で評価する活動や，複数の側面から

技術を評価し活用する学習を行うことは，よりよい

生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，適切

かつ誠実に技術を工夫し創造しようとする実践的な

態度を養うことへとつながり，未来の創り手となる

「豊かな学び」の創造につながるものであると捉え

る。  
③ 指導観及び研究の視点 

ア 指導観 

○自分と他者の作品の評価を通し，消費者と生産者

の立場から技術の評価を考えられるようにする。 
○ストーリー性のある現実的な課題設定を行い，解

決すべき課題を明確にすることで，学習の見通し

を立て，学習の意欲を高める。 
○ジグソー活動等の協働的な学習活動を取り入れ，

言語活動を活性化し，学習活動の充実が図られる

ようにする。 
○身近な製品を取り上げて，その製品に活用されて

いる技術について社会的，環境的及び経済的側面

の３つの側面から評価できるように，資料を工夫

する。 
○集団で思考させる場面を設定し，様々な考え方を

比較・検討することで自分の考えをしっかりもた

せるような指導の工夫をする。 
○目的と条件に応じた製品を社会的，環境的及び経

済的側面の３つの側面から評価し選択する活動を

通して，これからの生活で製品を選択する際に，

どのようなことを大切に選んでいくか考えさせ，

主体的な行動につなげる。 
○話し合いの進め方を示すなどＵＤ化を図ると共に，

ＩＣＴの有効活用を工夫する。 
イ 研究の視点 

(ア) 研究の視点１ 

 
 
 

(イ)研究の視点２ 

 

 

 

 

④ 題材の目標及び評価規準 

題材の目標 
材料と加工に関する技術が社会や環境に果たしてい
る役割と影響を踏まえ，材料と加工に関する技術の適
切な評価と活用について考えることができる。 

生活や技術への 

関心・意欲・態度 
生活を工夫し創造する能力 

①材料と加工に関する技術の課
題を進んで見付け社会的，環境

的及び経済的側面などから比
較・検討しようとするとともに
適切な解決策を示そうとして

いる。 

①材料と加工に関する技術の
課題を明確にし，社会的，環

境的及び経済的側面などか
ら比較・検討するとともに，
適切な解決策を見い出して

いる。 

 

⑤ 指導計画 

次 時 学習活動 評価及び研究の視点 

一 
 

１ 

１ 製作品の相互評
価を行う。 

 
２ 次時の学習活動

を知り，自分の考
えをまとめる。 

【関心・意欲・態度】①：ワーク
シート 
【研究の視点２】 

❸学習内容だけでなく，「何ができ
るようになったか」に学びをつ
なげることができるようにす

る。 

１
（
本
時
） 

１ 製品を選択する
力を身に付ける。 

【工夫し創造する能力】①：ワー
クシート 

【研究の視点１】 
❶「現実的な課題」について，当

事者意識を持ち，既習知識を活

用しながら課題解決策を考える
ことができる。 

❷複数の資料を見たり，他者との

対話を通して，自分一人では考
えることができなかったことに
気付かせる。 

【研究の視点２】 
❹ワークシートを工夫し，自らの
考えが形成されていく思考過

程を可視化できるようにす
る。 

 

 

❶「現実的な課題」を設定することで，これまでの学習や経験 
を活かし，試行錯誤しながら自分の考えを持てるようにする。  

❷複数の側面へ思考を焦点化し、他者と対話することで，自分の考
えを深め，多面的に技術を評価し活用する資質・能力を育む。 

❸学習内容だけでなく，資質・能力についても振り返らせることで，
「何ができるようになったか」を意識できるようにする。 

❹思考を整理したり，成長を実感したりできるようにワークシート

を工夫し，自らの考えが形成されていく思考過程を可視化できる
ようにする。 
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 安全 強度 機能 重さ デザ
イン 

組立や

すさ 環境 経済 その
他 合計 

前時 5 21 22 5 5 1 14 28 10 111 

本時 14 29 15 13 4 8 20 12 8 123 

 

表１ 学び全体の変容（n=39）４件法 

有意確率**<0.01 *<0.05 
 質問 事前 事後 有意確率 

学
習
活
動
の
充
実 

技術の授業のとき，社会からの要
求，安全性，環境負荷や経済性等
に着目しながらいろいろなことを
考えている。 

3.08 3.49 
0.000 

** 

技術の授業のとき，問題を解決す
る時，いろいろな方法を試しなが
ら問題を解決しようとしている。 

3.18 3.51 
0.021 

* 

技術の授業のとき，一人一人がで
きることを生かしながら，友達や
先生と一緒に問題を解決しようと
している。 

3.39 3.69 
0.012 

* 

成
長
の
実
感 

技術の授業のときは，「分かるよう
になった」や「できるようになっ
た」と思うことが多い方である。 

3.46 3.62 0.205 

技術の授業のときに，これまでに
学んできたいろんなこと（他教科
での学習）を生かすことができて
いる。 

3.08 3.31 0.183 

技術分野の学習で学んだことをこ
れからの学習や生活に生かそうと
している。 

3.46 3.54 0.597 

 表２ 課題１のすすめたい本棚の理由を側面ごとにま

とめた数（n=39）※複数回答 

(2) 指導の実際（２／２時間） 

過
程 学習活動及び指導上の留意点 

導
入 

１ 本時の目標（めあて）を確認する。 

 

  

 

 

 

 

２ [課題１]を確認する。 

【研究の視点１】 

❶「現実的な課題」について，当事者意識を持ち，既習知識を 

活用しながら課題解決策を考えることができるようにする。 

３ 班員（４人）が，Ａ～Ｄのグループに分かれ，それぞれの知

識を獲得する。（エキスパート活動） 

４ 班に戻り，Ａ～Ｄのグループでまとめた内容をお互いに説明

し学習課題を練り上げる。（ジグソー活動） 

展
開 

【研究の視点１】 

❷複数の資料を見たり，他者との 

対話を通して，自分一人では考 

えることができなかったことに 

気付かせる。 

５ 他班の発表を聞く。 

６ 本棚を評価し，自分の考えを書く。 

【研究の視点２】 

❹ワークシートを工夫し，自らの考えが形成されていく思考 

過程を可視化できるようにする。 

整
理 

 

 

 

７ これからの生活で，どのように技術を評価していけばよいか

まとめ伝え合う。 

８ 学習したことを振り返る。 

 

(3) 検証結果と考察 

① 「豊かな学び」について 

 本実践の検証結果とその考察について，研究の視

点に沿って述べる。 

ア 研究の視点１について 

 表１は豊かな学びに関する変容について「学習活

動の充実」と「成長の実感」の２つの観点で調査し

た質問紙調査の結果である。表２は課題１のすすめ

たい本棚の理由を側面ごとにまとめたものである。 

表１より，１％水準で有意に向上が見られたのは，

「技術の見方・考え方」に関するものとして設定し

た「技術の授業のとき，社会からの要求，安全性，

環境負荷や経済性等に着目しながらいろいろなこと

を考えている」だった。これは，表２より，「リビン

グを整理するための本棚は，どのように選ぶとよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か」について，検証授業の前では必要最低限の情報

が与えてある中で回答したのだが，特に値段，つま

り経済的側面の回答が28と全体の４分の１を占めて

いた。しかし，検証授業後ではそれは12にとどまり，

安全，強度，環境，重さ，組立のしやすさ等の回答

が増えた。このことから，生徒が詳しい情報をもと

に「技術の見方・考え方」を働かせることで，本棚

を複数の側面からとらえた者が増えたと考えられる。 

また，29 人の生徒が検証授業前と本時で薦めたい

本棚の種類が変わっている。これは，「技術の授業の

とき，一人一人ができることを生かしながら，友達

や先生と一緒に問題を解決しようとしている」の項

目が５％水準で有意に向上が見られたように，ジグ

ソー活動等の協働的な学習活動が，生徒の学びの変

容につながったと考えられる。 

イ 研究の視点２について 

思考過程の可視化の工夫として，ジグソー活動等

による学習活動によって情報を収集する前後を比較

し，収集前では必要最低限の項目を，収集後ではよ

り詳しくした項目を書いた表を用意し，それぞれ３

段階で評価し，自身の思考過程を整理できるよう工 

学習目標（めあて） 

製品を選択する力を身に付けよう。 

［課題１］リビングを整理するための本棚は，どのように選ぶとよいか。 

［課題２］これからの生活で製品を選択するとき，どのようなことを考えて選ぼ

うと思うか。 

評価：工夫し創造する能力（ワークシート） 
Ｂ基準 社会，環境，経済の２つの側面を選択して，評価
している。 
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質問 事前 事後 有意確率 

自分は，学校生活や学習を通して，
自分自身が分かるようになった，で

きるようになったと思う。 

3.41 3.69 
0.026 

* 

自分は，学校生活や学習を通して，

周りの人が分かるようになってい
る，できるようになっていると思う。 

3.51 3.72 0.118 

自分は，学校生活や学習を通して，

周りの人から分かるようになってい
る，できるようになっていると認め
られていると思う。 

2.92 3.18 0.058 

自分は学校生活や学習を通して学ん
だことをもとに，自分自身が主体的

になったと思う。 

3.21 3.39 0.197 

自分は，周りの人が学校生活や学習
を通して学んだことをもとに，主体

的になったと思う。 

3.33 3.49 0.373 

 

 社会的側面 環境的側面 経済的側面 

事前 82.68％ 2.36％ 14.96％ 

本時 61.68％ 19.63％ 18.69％ 

 

表４ 「未来の創り手」に関する変容 

（n=39）４件法有意確率 *<0.05 

表３ 課題２のこれからの生活で製品選択の際に重

視する側面（n=39）※複数回答 

図１ ジグソー活動等による情報収集前と後の生徒

の記述の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夫した。その結果，図１のように具体的に記述でき

る生徒が現れたことから，この学習活動により，生

徒の学びが深まったと考えられる。 

また，表３は「これからの生活で，製品を選択す

るとき，どのようなことを考えて選ぼうと思います

か」についての回答内容を社会的・環境的・経済的

側面に分けた割合である。特に，環境的側面が約２％

から約 20％に上がっている。このことから，この学

習活動により，生徒の学びが広がったと考えられる。 

よって，これらの学びが自身の成長につながり，

次の活動につながるという期待を持つことができる

と思われる。 

② 「未来の創り手」について 

 表４は，「未来の創り手」について見取る質問紙調

査の結果である。本実践の検証結果とその考察につ

いて述べる。 

表４の結果から，「未来の創り手」に関しては，「自

分は，学校生活や学習を通して，自分自身が分かる

ようになった，できるようになったと思う」項目は，

５％水準で有意に向上が見られたことから，生徒は

自分自身の学びのつながりに気付き，成長も感じて

いるといえる。しかし，周りの人から認められてい

ると感じていることにはまだまだ課題が残る。これ

については， 単元だけではなく，年間を通した学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動で自己有用感を高められるような題材や，課題 

設定をさらに検討していく必要がある。 

３ 研究のまとめ 

 今回，中学校技術・家庭科技術分野では，研究の

視点によって「豊かな学び」につながったかを検証

した。 
(1) 成果 

 表１の変容から，研究の視点による取組により，

今回の学習は「豊かな学び」へつながったと考える。

特に，視点１の「『見方・考え方』に着目した問いの

工夫」による学習活動の充実に成果があったことが

分かった。 

 また，ジグソー活動等を生かした学習方法につい

ても，自分自身の考えを自信をもって相手に伝える

ことで，考えの変容や深まりにつながったと考える。 

 (2) 課題 
 限られた時数で，「技術の見方・考え方」を働かせ

て資質・能力を定着させるためには，年間を通して

継続した取組をしていく必要がある。そのためには，

より効果的な問いや振り返りをさらに検討していく

必要がある。 
また，周りの人から認められている自己有用感の

育成については，生徒が意欲をもって取り組み，達

成感が得られるような課題設定を工夫する等，学習

内容，学習形態を含めさらに検討が必要であると考

える。 
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